
  

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより ７月号（令和８年６月３０日発行） 

墨田区立業平小学校 

墨田区業平２-４-８／(03)3625-0331 

 
体験から学ぶ豊かさを大切に 

校長 安部 忍  

 

 近年、子供たちの生活はデジタル機器やバーチャルの世界がますます身近なものとなっています。便利で多様

な情報に容易に触れられる一方で、自分の五感を使って「本物」に触れる体験は、意識しなければ得にくくなっ

ているのも事実です。だからこそ、自然にかかわり、友達と協力し、多様な人々と出会う体験は、子供たちの心

と体の成長にとってかけがえのないものとなります。 

本校では、各学年の発達段階に応じて遠足や移動学習教室などの校外学習を実施しています。子供たちは学び

の場を校外へと広げ、自然や地域、人とのかかわりの中で、多くのことを体験的に学んでいます。これらの学習

を通して改めて実感するのは、実体験から得られる学びの深さと確かさです。 

 6 年生は５月に、日光移動学習教室において戦場ヶ原のハイキングを行いました。活動の中では、現地のネイ

チャーガイドからブナの木が森の環境を支える役割や、シカやクマの生態について学ぶなど、専門的な話を伺う

貴重な機会となりました。また、野鳥のさえずりや川のせせらぎに耳を澄ませながら歩く時間は、教室では得る

ことのできない豊かな学びとなりました。ガイドの方が元中学校の理科教師であり、さらに校長先生経験もお持

ちであったことから、子供たちにとって分かりやすく、なおかつ深い内容で、大変充実した学習となりました。

クマ等の野生動物対策としては、事前に十分な情報収集を行い、ガイドの助言を受けてコースを選定し、安全に

実施することができました。 

 5 年生は６月に、国立那須甲子青少年自然の家での移動学習教室において、野外炊飯に挑戦しました。火おこ

しから始まり、羽釜でご飯を炊き、カレーを作るという一連の活動は、子供たちにとって簡単なものではありま

せんでした。中にはご飯を焦がしてしまったグループもありましたが、その失敗もまた大切な学びです。特に後

片付けでは、お釜にこびり付いた焦げをきれいに落としきるまで合格をもらえず、苦労する姿も見られました。

日常生活の中で、用具を大切に扱い、責任をもって片付けることの大切さを改めて実感する機会となりました。 

 このような体験活動の中には、思い通りにいかないことや、友達と協力しなければ成し遂げられないこと、意

見の違いを乗り越えて折り合いをつける場面など、多くの学びが含まれています。互いに声を掛け合いながら工

夫し、助け合う中で、思いやりの心や協力することの大切さが育まれていきます。そして何より、五感を通して

得た経験は強く記憶に刻まれ、その後の学びや生き方へとつながっていきます。 

 まもなく夏休みを迎えます。ぜひご家庭でも、自然に触れる機会や家族での体験、地域の行事への参加など、

子供たちが実際に「やってみる」「感じてみる」機会を大切にしていただければと思います。一つ一つの体験が、

子供たちの成長の大きな糧となるはずです。 
 



令和８年度 7月学校行事等予定表 

７月目標  ：計画を立ててすごそう 
あいさつ目標：目を見てあいさつしよう 
保健目標  ：熱中症に気を付けよう 夏を健康に過ごそう 
給食目標  ：好き嫌いをせずに食べよう 

授業時数 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

日 曜 放課後学習 

教室 
学校行事 授業 授業 授業 授業 授業 授業 

1 水 個 放課後子供教室 4 5 5 5 5 5 

2 木 ② 社会科見学④ 5 5 6 6 6 6 

3 金 個 学校公開Ⅰ始  5 5 6 6 6 6 

4 土   土曜授業公開 道徳地区公開講座 学校公開Ⅰ終 3 3 3 3 3 3 

5 日           

6 月 ③⑥ 委員会活動 国会見学⑥ 5 5 5 5 6 6 

7 火 ⑤ ユニセフ募金（～９日） 放課後外遊び③④ 5 6 6 6 6 6 

8 水 個 読み聞かせ①③④⑥さくら 避難訓練（一斉下校） 5 5 5 5 5 5 

9 木 ②④   5 5 6 6 6 6 

10 金 個 卒業アルバム写真撮影⑥ 5 5 6 6 6 6 

11 土           

12 日           

13 月 ③⑥ クラブ活動 5 5 5 6 6 6 

14 火 ⑤ 日生劇場④ 放課後外遊び⑤⑥ 5 6 6 6 6 6 

15 水 個 2年 2組のみ研究授業のため 5時間授業 4 
4 
（5） 

4 4 4 4 

16 木 ②④ 
外国語に触れる機会の創出⑤  

給食終 まなび指導終 
5 5 6 6 6 6 

17 金 個 午前授業 水泳指導終 防災宿泊学習始（PTA） 4 4 4 4 4 4 

18 土  防災宿泊学習終（PTA）       

19 日          

20 月  海の日       

21 火  夏季休業日始 夏季水泳１日目（6年生）       

22 水  夏季水泳２日目（５年生）       

23 木  夏季水泳３日目（３年生）       

24 金  夏季水泳４日目（１年生）       

25 土          

26 日          

27 月  夏季水泳５日目（さくら）       

28 火  夏季水泳６日目（２年生）       

29 水  夏季水泳７日目（４年生）       

30 木          

31 金         

 


